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発表の概要

四條畷荘デイサービスセンターほほえみで認知症ケアの

推進に取り組む「やさしいケアPT(プロジェクトチー

ム）」が取り組んでいる認知症のその人の生い立ちや今

を紐解く『自分史』を活用したケアについて、それを作

成する過程や活用したケアの実践内容を紹介します。

認知症の人やその方を在宅で支えるご家族（介護者）に

対する職員の理解の変化やケア内容について、参考にな

ればと思います。
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事業所の紹介

母体 ：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団

併設 ：●特別養護老人ホーム四條畷荘（定員120名）

＊短期入所生活介護併設（定員10名）

●養護老人ホーム四條畷荘（定員50名）

●四條畷荘居宅介護支援事業所「ほほえみ」

●四條畷荘訪問介護事業所「ヘルパーステーションほほえみ」

●四條畷第2地域包括支援センター（委託事業）

所在地 ：大阪府四條畷市北出町

定員 ：35名（通常規模）

モットー：要支援の方から要介護の方まで、その方が住み慣れた地域で、

できるだけ長く暮らし続けることができるように全力で応援します。

とにかく明るい職員とご利用者の皆さんと過ごす1日で、

もれなく“ほほえみ”をお持ち帰りいただきます。

ほ



“自分史”を作ろうとした動機

●認知症のご利用者の対応について、その難しさを感じている職員がいた。

●BPSDは職員の対応の仕方によって、その症状の出方に差があることを感じていた。

●職員の対応の仕方や対応の難しさの感じ方は、認知症の人の“理解”の度合いに影響することを感じていた。

●認知症の人の“今”を知るためのアセスメント情報はあるが、“今”に至るまでの経緯について、情報が薄かった。

●回想レクリエーションなどは行っていたが、“個人”に焦点を当てた取り組みではなかった。

え優（YOU）＆愛（I)委員会（虐待防止委員会）に参加している有識者からのアドバイスで

“自分史”の存在を知ることに・・・

参考文献：介護民俗学という希望‐「すまいるホーム」の物語‐ 著 六車 由美



“自分史”の主役（対象者の方の概要）

●Y・T様（79歳） 男性

●要介護度 ：要介護1

●認知症高齢者の日常生活自立度：Ⅱb

●ご利用開始日 ：令和2年8月8日～利用開始

●ご利用頻度 ：3日／週

●ご利用の目的 ：レビー小体型認知症と判定され、外出は妻と散歩に行くのみで、

朝から晩までテレビを観て過ごされていた。

妻の声掛けへの反応も少なくなってきたため、デイサービスに行く事で刺激になればと思い、

利用を開始することに。

また、ご家族（妻）も１日ずっと夫と2人の為、

自分の時間も作りたいという希望もある。

初めは週１回ほどでスタートし、慣れれば増やしたいという意向。

み

【石原裕次郎の時代】

【大学時代】



“自分史”の作成過程・作成方法

やさしいケアPTのメンバー（2名）で以下の内容で作成していく

●ご本人への聞き取り。

●自宅に行ってご家族への聞き取り

●写真や思い出の品などをカメラで撮ってデータ化

●聞き取り内容を元に、インターネットなどで資料集め

●ライフステージごとに文章化

×



“自分史”を活用したケアの実践

●“自分史”をご本人と一緒に読み合せることによる回想法的な活用

●“自分史”の作成過程で得た情報を使った会話の展開 etc

わ

何よりご本人を理解しようとする”職員の意識”と

ご本人への基本的な”関わり方”が変わります

【今でも集めている帽子】

【自分史の1ページ】



“自分史”を活用したコミュニケーション



作成過程やケアの実践をとおして感じた職員の所感

●自宅訪問し、ご家族（妻）からお話を聞く中で、

楽しいことばかりではなく、共に暮らす中での

色々な気持ちを聞くことができました。

●デイサービスの時間も“暮らしの一部”であるこ

と、ご家族の想いを大切にしながらご本人の暮ら

しを支えることがデイサービスの役割であること

を再認識することができました。

ら



作成過程やケアの実践をとおして感じた職員の所感

●デイサービスセンターは“こうあるべき”の固定

概念を考え直すことができました。

●地域で生活する高齢者世帯の実際を知ることや、

ご本人の理解・ご家族の理解を通して、本当に必

要なケアやデイサービスの役割を見つめ直す機会

になりました。

い



今後の展開

今回、認知症状が見られるご利用者にの自分史作成に携わり感じた事は、

「現在のご本人の様子や行動には、今までの人生や歩みがつながっている」ということです。

また、デイサービスの役割が、一日を元気に過ごして頂くだけではなく、

ご利用者やそのご家族の日々の暮らしを支える事、

本当に必要とされているケアを個別に提供する事だと改めて気づく事ができました。

今後は職員間で自分史を共有することで、ご利用者のケアの質を向上させると共に、

ショートステイや施設入居等のサービスを移行される際に、

ＡＤＬや既往歴、薬情等のアセスメント情報に加え、

”自分史”というツールがご利用者を知る必要不可欠な情報として

ケア”パス”していきたいと思います。

ほほえみ
×
わらい


